
2008 年（平成 20 年）度 事業計画書 
施設名：江東区大島子ども家庭支援センター
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１ ひろば事業（遊びふれあいひろば） 
○ 親子で遊ぼう ○スポットタイム（おはなし会・ふれあい遊び） 
○ 手作りおもちゃ作り ○ハローみずべ 

２ 体験学習事業（学びあいのひろば） 
○ 母親・父親講座 ○グループ懇談会 ○ベビーマッサージ 

３ 相談事業（支えあいひろば） 
○ 電話相談 ○面接相談 ○専門相談（発達・心理・家族問題） 
○ 子どもと母親の健康グループ相談・個別相談（助産師） 

４ 子どもの成長を共に喜び合う（育て合いのひろば） 
○ 誕生会 ○すこやか成長記録 ○入園を祝う会 

５ 情報提供事業（わかちあいのひろば） 
○ かわら版「大島みずべ」毎月発行  
○ 子育て関連・地域・リサイクル情報 
○ ホームページ（ひろば活動内容）・メールでの問い合わせ受付 

６ 人材育成事業 
○ みずべボランティア養成 
○ 区内子育てボランティア養成 

７ 自主活動（利用者を中心とした） 
○ みずべ会議（利用者とボランティアとの自主企画運営会議） 
○ ３歳児の集い ○手作りおもちゃの会 ○外国のお母さん交流会 

８ リフレッシュ一時預かり事業（新規） 
ネ
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目標 
１ 私たちは、地域の子ども達とその家族一人一人が、神に愛され、生かされていくという視点にたって、事業を行います。

２ 私たちは、一人一人の人格と権利を尊重し、子ども達が心身ともに育つ街や社会を作ることを目指します。 
３ 私たちは、センターがそこに集うすべての子どもと大人にとって、安全で安心、大切にされていると感じる場となるよう

に日々努力します。 
４ 私たちは、地域の子どもとその家族か抱える問題を受け止め、よりよい解決に向えるよう、専門性に基づき対応します。

５ 私たちは、地域の人々や他の専門機関と連携して、子どもとその家族のニーズにあわせて、必要な支援を行うことを努め

ます。 
方針と展開 
１ひろば活動の充実 
・ ひろばにおいて親子とのていねいなかかわりの中で信頼関係を築き、親どうし子どもどうしのつながりが豊かになってい

くように配慮、サポートを心掛ける。特に新規来所者に対しては、次の来所に繋がるように丁寧な対応に努めていく。

・ 母親、父親のもっている知識、特技、趣味などをひろばで発揮できる機会を作り、親達の自発的活動（自己発揮）をサ

ポートしていく。 
・ 地域の保健相談所、助産師、民生児童委員等と協力してセンター来所への広報活動をしていく。ボランティア、母親達

と共に、センターお誘いカードの活用を推し進める。 
・ みずべ会議等を通して、遊び環境や、講座の内容、プログラムについて利用者、ボランティアと共に検討していく。 

２相談活動の充実 
・ スタッフ間でのケース検討を、日常的に行い情報を共有し、方向性をもった支援をしていく 

（受付システムを活用し、その後の日常サポート、見守りを丁寧に配慮していく） 
・ 専門相談員とのケースカンファレンス、スーパーバイザーとのケース会を定例で行う 
・ ケースに応じ、家庭訪問、機関への同行、調査、情報提供など活動の充実を図る（アウトリーチ） 
・ ケースに応じ、関係者会議を積極的に開催し、ネットワークの中での対応を図る 
・ 虐待ケースに関しては南砂子ども家庭支援センターとの連携を強化し、対応力を高める。 

３各種講座内容の充実 
  ・ 来所者のニーズ、相談の内容などから必要なものをとらえ、こちらのメッセージも兼ね合せ、講座内容を構成する。

４地域住民に対して子育て支援活動への参加を積極的に働きかける。 
・ 小中高生のボランティア活動をひろげる（ひろばの親子とのかかわりを通しての異世代交流） 
・ 保育専門学校、大学等養成校に対してボランティア募集を積極的に行う。 
・ ボランティアの募集、育成を区内全センターで協力し、参加者の増加と質の向上を図る 

５児童館・学童クラブとの協力と連携 
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１ 子ども家庭支援に関係する機関および地域住民との積極的な地域ネットワーク作りの

推進 
○ 墨田児童相談所・城東保健相談所・福祉事務所保護第２課との連携 
○ 大島・亀戸の主任児童委員・地区担当民生児童委員との連携  
○ 城東地域 公私立保育園・児童館・幼稚園・保育室・保育ママとの連携 
○ ファミリーサポート事業との連携 
○ NPO 等 自主子育て支援グループとの交流、支援、連携 

２ 相談ケースに応じた関係者会議の開催及び出席 
３ 要保護児童対策地域協議会への出席 
４ 大島 8 丁目学童クラブ子育てひろば（学童クラブとセンターとの協働活動） 
５ 亀戸子育てひろば（出張型ひろばの活動）  ・階下に学童クラブがあるという利点を生かし、積極的な連携を図る。また亀戸児童館との積極的な連携を図り、子育て支

援の空白地帯である亀戸地域のニーズの掘り起こし、対応に努める。 ６ 地域児童館における地区連絡協議会への参加 
○センター長       １名   
○子ども家庭支援ワーカー １名   
○地域支援ワーカー    １名   
○子ども家庭支援ワーカー（非常勤） 
○専門相談員（月１回）  

発達相談 
 家族相談  
心理相談 

○スーパーバイザー 
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１ 乳幼児期の子どもが十分に遊びを楽しみ、親子が安心してくつろげる居場所となる環

境作りを心掛ける 
○ 利用者・ボランティアの参加による環境・手作り遊具の整備 
○ 遊びコーナーの見直しと再構成 
○ 絵本コーナーの見直しと整理 
○ 廊下を含めた、各年齢が混在した中の安全な環境作り 
○ 事務室も含め整理整頓に心がける 
 

２ 情報掲示板の整理と充実 
○情報の更新に留意すること(正確な情報とタイムリーな情報) 

３ ○雨漏り対策の修繕を計画（区の予算による）年度中に数日の休館予定あり 
  ○雨漏り防止の為、屋上の清掃等１階学童と協力し、日常の手入れをしていく。 ・ 誕生会（毎月） 
４ 防犯カメラの設置と管理（区の予算による） 

主

な

行

事

・ 5 月―子どもの日 手型・足型 江東子どもまつり 7 月－七夕 夏季水遊び 11 月－リサイクルのひろば（みずべまつり）

・ 12 月－クリスマス会  3 月－ひな祭り 入園を祝う会 

主

な

研

修 

○ 職場内研修 （センターごと、４センター合同）・法人主催の研修 （経験年数別・ブロック別など） ○ 東京都子ども家庭支援センター自主研究会    ○子どもの虐待防止センター主催研修各種 
○ 東京都主催研修各種・東京都精神福祉保健センター研修各種                   ○子育てセンター実践研究会 実践交流セミナー   ○子育て広場全国連絡協議会主催子育てひろば研修 


